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◇ 日本学術会議主催公開講演会
　「学術分野における男女共同参画促進のために」開催のご案内
◇ 日本学術会議公開講演会
　「環境学から切り開く日本の展望」開催のご案内
◇「地域に根ざした脱温暖化・環境共生社会」研究開発領域第1回シンポジウム
　「地域に根ざした−80％へのシナリオづくりとまちづくり」のご案内　

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

■----------------------------------------------------------------- 
　日本学術会議主催公開講演会
　「学術分野における男女共同参画促進のために」開催のご案内
------------------------------------------------------------------■

■日時：平成21年3月2日（月）13時～17時30分
■会場：日本学術会議 講堂
■趣旨：　
　　日本学術会議では、学術分野における男女共同参画の現状と課題を明
　らかにするため、国・公・私立大学を対象とした初めての大規模なアン
　ケート調査を平成19年に実施しました。本講演会においては、この調査
　の分析結果と学術分野における状況改善のために平成20年7月に公表した
　提言を基に、市民に対する意識啓発と具体的な活動のための提案を行います。　　　　　　　　　　　　　
■プログラム（予定）【敬称略】
(1) 開会の辞：辻村 みよ子（日本学術会議第一部会員、東北大学大学院教授）
(2) 主催者挨拶：金澤 一郎（日本学術会議会長）　
(3) 基調講演 
　1)猪口 邦子（第一部会員、衆議院議員）
　2)板東 久美子（内閣府男女共同参画局長）
(4) アンケート調査結果報告：江原 由美子（第一部会員、首都大学東京大学院教授）
(5) 講演
　1)大学関係　
　　ア　辰野 裕一（東京大学理事）
　　イ　白井 克彦（連携会員、早稲田大学総長）
　　ウ　後藤 祥子（日本女子大学学長・理事長、日本私立大学連盟常務理事）
　2)学術研究団体関係：荒川 薫（連携会員、明治大学教授、男女共同参画学協会連絡会副委員長）
　3)独立行政法人研究機関関係：小野 晃（連携会員、産業技術総合研究所副理事長）
　4)民間企業関係：土井 美和子（連携会員、東芝開発研究センター首席技監）
(6) パネルディスカッション
　　司会：小舘 香椎子（第三部会員、男女共同参画分科会委員長）
　　パネリスト：有本 建男（科学技術振興機構社会技術研究開発センター長）、
    海部宣男（第三部会員、放送大学教授）、束村 博子(名古屋大学准教授）、
　　野呂 知加子（日本大学准教授）　ほか講演者
(7) 閉会の辞：今榮 東洋子（第三部会員、慶応義塾大学教授）
■参加費：無料
■定員：300名
■申込
　　1)電子メール、ファクシミリ又は葉書にて、講演会名、氏名（ふりが
　　　な）及び連絡先(電子メールアドレス、ファクシミリ番号又は電話番
　　　号）を下記担当宛てにご連絡下さい。
　　2) 定員に達し次第、締切とします。
　　3) 定員に達しない場合は、当日受付を行います。

　【申込先】日本学術会議事務局企画課公開講演会担当
　　　　　〒106-8555東京都港区六本木7-22-34
　　　　　TEL: 03-3403-6295／FAX: 03-3403-6224／Email：sympo@scj.go.jp


■----------------------------------------------------------------- 
　日本学術会議公開講演会
　「環境学から切り開く日本の展望」開催のご案内
------------------------------------------------------------------■

　■趣旨
　　　環境学は、社会、人文、理工などの分野を横断する新しい領域とし
　　て、第２０期（平成17年10月～20年9月）の日本学術会議において誕生
　　し、この間、様々な提言や社会的活動を行ってきました。今回の講演
　　会では、地球環境の持続的維持に向けて、現在、日本学術会議が取り
　　組んでいる「日本の展望」と共通の観点から、環境学の役割と展望に
　　ついて闊達な議論を行います。
　■日時：平成21年3月19日（木）13時30分～17時
　■場所：日本学術会議 講堂
　■主催：日本学術会議
　■プログラム（予定）※敬称略
　基調講演「環境学の役割と展望」進士 五十八（第三部会員、環境学委員会委員長）
　講演１「環境科学から探る持続的地球」今中 忠行（第三部会員）
　講演２「環境教育の豊かなフィールド」小澤 紀美子（連携会員）
　講演３「都市の持続再生と環境学」石川 幹子（第三部会員）
　講演４「環境リスクからみた環境学」村田 勝敬（連携会員）
　公開討論「環境学から切り開く日本の展望」
　　コーディネーター：淡路 剛久（第一部会員）
　　討論者：環境学委員会メンバー
　■参加費：無料
　■定員：300名
　■申込
　　1)電子メール、ファクシミリ又は葉書にて、講演会名、氏名（ふりが
　　　な）及び連絡先(電子メールアドレス、ファクシミリ番号又は電話番
　　　号）を下記担当宛てにご連絡下さい。
　　2) 定員に達し次第、締切とします。
　　3) 定員に達しない場合は、当日受付を行います。

　【申込先】日本学術会議事務局企画課 日学主催公開講演会担当
　　　　　〒106-8555 東京都港区六本木7-22-34　　　　
　　　　　TEL: 03-3403-6295／FAX: 03-3403-6224／Email：sympo@scj.go.jp


■----------------------------------------------------------------- 
「地域に根ざした脱温暖化・環境共生社会」研究開発領域第1回シンポジウム
「地域に根ざした−80％へのシナリオづくりとまちづくり」のご案内　
------------------------------------------------------------------■

　社会技術研究開発事業「地域に根ざした脱温暖化・環境共生社会」研究
開発領域(http://www.ristex.jp/env/)では、温暖化に関する課題を、技術
だけでなく自然環境や社会制度、地域再生を含む統合的な問題として扱い、
産学官市民が連携して解決の方向を見出していくことを目指しています。
そのために、科学技術と社会との対話をうながし、新しい取り組みや提言
につながる、「地域に根ざした」実践的な研究開発プロジェクトを推進し
ています。
　今回のシンポジウムでは、CO2−80％への力強いシナリオ構築をめざして、
−80％削減シナリオ論、住環境と木質利用論、地域に根ざした政策形成論、
経済と雇用論についての講演と、実施中のプロジェクト紹介ののち、脱温
暖化に向けたこれからの取り組みや、本研究開発領域の展開についてパネ
ル討論を行います。
　多数の皆様のご参加をお待ちします。

【開催概要】
　○開催日： 2009年3月14日(土) 10:00-18:00  (開場 9:30)
　○会　場： KFCホール（東京都墨田区・両国駅）
　○参加費： 無料
　○主 催 ：（独）科学技術振興機構　社会技術研究開発センター
　○詳細や申し込みについては、以下のホームページをご覧下さい。
       http://www.ech.co.jp/jst_sympo_datsuondanka/

【問い合わせ先】
　「地域に根ざした脱温暖化・環境共生社会」研究開発領域
　第１回シンポジウム事務局
　　担当：橋本、杉沼
　　Tel:03-3831-2601　Fax:03-5807-3019
　　E-mail: jst-sympo-datsuondanka@ech.co.jp


********************************************************************
　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2009-02.html
********************************************************************

====================================================================　
  　日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
　誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
　の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
  　また、日本学術会議協力学術研究団体の指定を受けておられる学協会
　におかれましては、メールアドレス、事務局及びその所在地、電話番号、
　ファクシミリ番号、ホームページURL等に変更がありましたら、事務局
　（p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
====================================================================
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
